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1なら

臨
時
総
代
会
開
催

　

10
月
12
日（
金
）本
所
研
修
室
に
お
い
て
、
臨

時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
し
た
７
議
案
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。今
後
は
、所
定
の
手
続
き
を
行
政
官
庁

に
行
い
、承
認
後
、実
施
い
た
し
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案　

各
共
済
事
業
の
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
設
定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

家
畜
共
済
勘
定
の
分
離
に
伴
う

積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

家
畜
共
済
事
故
に
係
る
診
療
費
に

つ
い
て

第
４
号
議
案　

全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
と
の

「
建
物
共
済
の
再
保
険
関
係
ま
た

は
保
険
関
係
に
関
す
る
基
本
契
約

書
」の
締
結
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

諸
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

付
帯
決
議
に
つ
い
て

平
成
30
年
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、勢
力
の

強
い
台
風
20
号（
８
月
23
日
〜
24
日
）、21
号（
９
月

４
日
）、24
号（
10
月
１
日
）が
相
次
い
で
近
畿
地
方

に
上
陸
し
、奈
良
県
で
は
下
記
の
と
お
り
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。台
風
20
・
21
号
に
よ
る
被
害
の

共
済
金
は
支
払
済
み
、24
号
に
よ
る
被
害
は
取
り

ま
と
め
中
で
す
。

台
風
20
号
・
21
号
・
24
号
が
相
次
い
で
上
陸

園
芸
施
設
に
甚
大
な
被
害（平成３０年１０月３１日現在）

被害状況

支所名

やまと北部
北　　　和
磯　　　城
宇　　　陀
中　　　和
葛　　　城
南　　　和
合　　　計

台風20号

戸数
戸 棟 円

1 
1 
3 
30 
0 
0 
0 
35 

棟数 支払共済金 戸数 棟数 支払共済金 戸数 棟数

台風21号 台風24号

1 
1 
3 
80 
0 
0 
0 
85 

28,656 
36,166 
141,994 
3,679,189 

0 
0 
0 

3,886,005 

戸 棟 円

48 
53 
26 
46 
10 
19 
18 
220 

79 
101 
50 
108 
11 
50 
32 
431 

8,277,222 
16,512,183 
5,289,622 
5,740,782 
808,917 
8,725,150 
3,175,438 
48,529,314 

戸 棟

1 
1 
1 
30 
1 
0 
0 
34 

1 
1 
1 
77 
2 
0 
0 
82 
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奈
良
県
農
業
共
済
組
合
役
員

●
組
合
長
理
事　
　

松　

岡　

嘉
平
治

●
副
組
合
長
理
事　

堀　

内　

成　

信

●
副
組
合
長
理
事　

増　

田　

武　

雄

●
理　

事　
　
　
　

藏　

本　

純　

次

●
理　

事　
　
　
　

松　

本　

嘉　

平

●
理　

事　
　
　
　

西　

川　

増　

男

●
理　

事　
　
　
　

福　

井　
　
　

勲

●
理　

事　
　
　
　

田　

中　

勇　

治

●
理　

事　
　
　
　

大　

倉　

康　

至

●
理　

事　
　
　
　

細　

井　

秀　

和

●
理　

事　
　
　
　

小　

松　

儀　

平

●
理　

事　
　
　
　

豊　

田　

誠　

康

●
理　

事　
　
　
　

田　

中　

敏　

弘

●
理　

事　
　
　
　

上　

田　

逸　

朗

●
理　

事　
　
　
　

辻　

井　

義　

治

●
理　

事　
　
　
　

澤　

田　

成　

夫

●
理　

事　
　
　
　

山　

本　
　
　

進

●
理　

事　
　
　
　

久　

保　

忠　

雄

●
理　

事　
　
　
　

池　

田　

義　

輝

●
理　

事　
　
　
　

北　

山　
　
　

徹

●
理　

事　
　
　
　

藤　

裏　
　
　

勲

●
代
表
監
事　
　
　

堂　

原　

義　

敏

●
監　

事　
　
　
　

西　

畑　
　
　

弘

●
監　

事　
　
　
　

新　

宅　

一　

也

（
任
期
）

　

平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら

　

平
成
33
年
６
月
30
日
ま
で

宇陀市

天理市

大和高田市

大和郡山市

橿原市
桜井市

五條市

御所市

生駒市

香芝市

平群町

三郷町 斑鳩町
安堵町
川西町
三宅町

田原本町

曽爾村

御杖村

高取町

明日香村

上牧町

王寺町

広陵町

河合町

吉野町大淀町

下市町

黒滝村

天川村

野迫川村

十津川村

下北山村

上北山村

川上村

東吉野村

奈良市

山添村

葛城市

北和支所
〒639-1027
大和郡山市池之内町
252-1
TEL:0743-55-1280
FAX:0743-55-1380

葛城支所
〒635-0814
北葛城郡広陵町南郷
18-5
TEL:0745-55-3560
FAX:0745-55-5543

中和支所
〒634-0033
橿原市城殿町459
TEL:0744-24-2808
FAX:0744-22-3716

南和支所
〒637-0028
五條市原町252-1
TEL:0747-22-2320
FAX:0747-25-3620

やまと北部支所
〒630-8433
奈良市柴屋町29-1
TEL:0742-63-6063
FAX:0742-63-5088

宇陀支所
〒633-0253
宇陀市榛原萩原元萩原
350-3
TEL:0745-82-1164
FAX:0745-82-3595

磯城支所
〒633-0054
桜井市大字阿部11
TEL:0744-42-2900
FAX:0744-42-6015

各支所ご案内

奈良県農業共済組合機構図 （平成３０年8月１日現在）

総務課 企画広報課 収穫共済課 資産共済課 家畜課 収入保険課

事業部 家畜部 収入保険部 家畜診療所総務部

組合長理事

副組合長理事

参事

理事会 監事会

損害評価会

やまと北部支所 北和支所 磯城支所 宇陀支所 中和支所 葛城支所 南和支所
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農
作
物
共
済

農
作
物
共
済
は
任
意
加
入
制
に
移
行

し
ま
す

　

２
０
１
９
年
産
か
ら
、
農
業
者
が
加
入
を
選

択
で
き
る
任
意
加
入
制
に
移
行
し
ま
す
。

一
筆
半
損
特
例
が
導
入
さ
れ
ま
す

　

全
相
殺
方
式
、
半
相
殺
方
式
、
地
域
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
方
式
に
加
入
し
た
場
合
、
農
家
単
位

で
被
害
判
定
を
行
う
た
め
、
一
部
の
圃
場
に
大

き
な
被
害
が
あ
っ
て
も
支
払
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
収
穫
で
き
な
い
圃
場
が
あ
っ
た

場
合
に
は
一
筆
全
損
特
例
と
し
て
、
従
来
の
一

筆
方
式
に
加
入
し
た
場
合
に
補
償
対
象
と
な
る

７
割
部
分
（
最
高
割
合
選
択
の
場
合
）
を
お
支

払
い
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
産
か
ら
は
、
目
視
で

５
割
以
上
の
減
収
が
認
め
ら
れ
る
圃
場
に
つ
い

て
、
坪
刈
り
な
ど
を
要
さ
ず
に
５
割
の
減
収
と

評
価
し
、
従
来
の
一
筆
方
式
に
加
入
し
て
い
た

場
合
に
補
償
対
象
と
な
る
７
割
部
分
（
最
高
割

合
選
択
の
場
合
）
ま
で
の
２
割
部
分
を
お
支
払

い
す
る
一
筆
半
損
特
例※

（
選
択
制
）
が
導
入

さ
れ
ま
す
。
（
図
１
）

※

全
相
殺
方
式
、
半
相
殺
方
式
、
災
害
収
入
方

式
（
品
質
方
式
）
及
び
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

方
式
で
加
入
を
し
て
い
る
農
業
者
の
選
択
に

よ
り
新
た
に
一
筆
半
損
特
例
を
付
加
で
き
ま

す
（
掛
金
の
割
増
が
あ
り
ま
す
）

無
事
戻
し
制
度
は
廃
止
に
な
り
ま
す

　

農
作
物
共
済
の
無
事
戻
し
制
度
は
２
０
２
１

（
平
成
33
）
年
ま
で
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す

農
業
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す

農
業
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す

農
業
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す

２
０
１
９
年
か
ら

平
成
30
年
４
月
１
日
に
農
業
災
害
補
償
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
農
業
保
険
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
た
新
た
な
農
業
共
済
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

通常の損害評価
農家単位の減収量で評価するため、補償割合が下回らず、共済金の支払い対象にならない。

一筆半損特例適用時
圃場Ｃで５割の減収があったとみなし、一筆７割方式で加入していた場合の補償が適用
される。（７割 -５割 =２割 の共済金が支払われます。）

圃場 A 圃場 B 圃場 C

５割以上の減収

（図１）
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農
作
物･

果
樹･

畑
作
物
共
済

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
が
新
設

さ
れ
ま
す

　

２
０
１
９
年
産
か
ら
、
加
入
者
が
組
合
に
損

害
通
知
書
を
提
出
し
、
組
合
が
共
済
事
故
の
発

生
を
確
認
し
て
、
当
年
の
統
計
単
収
（
水
稲
は

市
町
村
別
）
が
基
準
収
穫
量
の
補
償
割
合
を
下

回
っ
た
場
合
に
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
地
域
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

半
相
殺
方
式
の
損
害
評
価
方
法
が

変
わ
り
ま
す

　

２
０
１
９
年
産
か
ら
、
加
入
者
が
被
害
圃
場

ご
と
に
申
告
し
た
見
込
み
収
穫
量
を
、
共
済
組

合
が
抽
出
調
査
に
よ
り
確
認
し
補
正
す
る
方
法

に
変
わ
り
ま
す
。

一
筆
方
式
の
加
入
は
廃
止
に
な
り
ま
す

　

圃
場
ご
と
に
加
入
す
る
一
筆
方
式
で
の
加
入

は
２
０
２
１
（
平
成
33
）
年
産
ま
で
で
廃
止
と

な
り
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

園
芸
施
設
本
体
を
設
置
し
て
い
る

期
間
を
通
じ
て
加
入
す
る
こ
と
に

変
わ
り
ま
す

　

近
年
、
過
去
に
例
の
な
い
災
害
が
発
生
す
る

中
で
、
被
覆
し
て
い
な
い
期
間
に
お
い
て
も
水

害
、
雪
害
等
に
よ
り
園
芸
施
設
が
損
害
を
受
け

る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
業
者
が
将

来
発
生
す
る
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、
ビ

ニ
ー
ル
の
未
被
覆
期
間
も
補
償
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
未
被
覆
期
間
は
、
被
覆
期
間
に
比
べ
て
低
い

掛
金
率
を
適
用
し
ま
す
。

共
済
金
の
支
払
い
開
始
金
額
を
農
業

者
が
選
択
で
き
ま
す

　

ア　

３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％

　

イ　

10
万
円　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

　

ウ　

20
万
円      　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
〜
ウ
の
中
か
ら
選
択
い
た
だ
き
ま
す
。

※

掛
金
は
ア
が
最
も
高
く
な
り
ま
す
。
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家
畜
共
済
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

家
畜
共
済
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

家
畜
共
済
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

家
畜
共
済
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

加
入
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
補
償

内
容
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
セ
ッ
ト
で
の
加
入
か

ら
加
入
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
加
入
が
選
べ

る
よ
う
に
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害
共
済
に

分
か
れ
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
補
償
お
よ
び

別
々
の
補
償
割
合
（
補
償
金
額
）
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
補
償
割
合
》

・
死
亡
廃
用
共
済
：
共
済
金
額
の
３
割
か
ら
８
割 

↓ 

２
割
か
ら
８
割
に
変
更

・
疾
病
傷
害
共
済
：
（
引
受
価
額※

×

疾
病
共
済

金
支
払
限
度
額
）×

選
択
割
合
（
１
０
０
％

上
限
）

※

引
受
価
額
と
は
期
首
時
点
の
飼
養
家
畜
の

合
計
価
額
（
大
臣
が
定
め
る
金
額
）
を
上
限

包
括
共
済
が
成
立
す
る
家
畜
の
加
入

区
分
が
変
わ
り
ま
す

　

死
亡
廃
用
共
済
に
係
る
家
畜
は
、
固
定
資

産
・
棚
卸
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
さ
れ
、
加

入
区
分
が
現
行
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
（
図
２
）

棚
卸
資
産
的
家
畜
は
、
事
故
発
生
時

の
価
額
で
補
償
し
ま
す

　

家
畜
の
評
価
が
日
々
増
加
す
る
肥
育
牛
や
育
成
牛

等
の
棚
卸
資
産
的
家
畜
に
つ
い
て
は
、期
首
で
は
な
く

事
故
発
生
時
の
価
額
で
補
償
し
ま
す
。（
図
３
）

異
動
の
報
告
は
不
要
。

死
亡
廃
用
事
故
の
補
償
割
合
は
加
入

期
間
を
通
し
て
一
定

　

家
畜
の
異
動
の
際
に
そ
の
都
度
報
告
す
る
方

式
を
廃
止
し
、
期
首
時
に
年
間
飼
養
計
画
を
申

告
し
て
年
間
の
補
償
割
合
を
一
定
と
す
る
加
入

方
式
に
な
り
ま
す
。

※

牛
個
体
識
別
台
帳
が
基
に
な
る
た
め
、
ト
レ

サ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
報
告
が
な
い
場
合
は
、
共

済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

共
済
加
入
者
の
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜

に
つ
い
て
も
共
済
金
の
請
求
が
可
能

　

共
済
加
入
者
の
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
に
つ

い
て
は
、
導
入
前
に
使
用
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
が

行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
導
入
後
２
週
間

以
内
の
事
故
で
あ
っ

て
も
共
済
金
の
請
求

が
可
能
に
な
り
ま

す
。

家
畜
商
が
購
入
後
に
と
畜
場
で
発
見

さ
れ
た
牛
白
血
病
も
共
済
金
支
払
い

の
対
象

　

家
畜
商
が
購
入
後
に
と
畜
場
で
発
見
さ
れ
た

牛
白
血
病
に
つ
い
て
も
、
農
業
者
が
出
荷
し
た

牛
白
血
病
が
発
見
さ
れ
た
場
合
と
同
様
に
共
済
金

の
支
払
い
対
象
（
提
出
書
類
有
）
と
な
り
ま
す
。

初
診
料
を
含
め
た
診
療
費
全
体
の

１
割
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

　

病
傷
事
故
の
診
療
費
に
つ
い
て
は
初
診
料
が

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
０

（
平
成
32
）年

１
月
１
日
引
受

か
ら
初
診
料
を

含
め
た
診
療
費

全
体
の
１
割
が

自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

家
畜
共
済
に
お
い
て
は
、
2
０
1
9
（
平
成
31
）
年
１
月
以
降
に
開
始
す
る
共
済
掛
金
期
間
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。※

 

期
中
で
も
新
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

9 0 0 資産価値
8 0 0 新制度は
7 0 0
6 0 0
5 0 0
4 0 0
3 0 0
2 0 0
1 0 0

0
8 15(死亡) 2 0 3 0 月齢

資産価値の差期首の補償金額

掛金共済期間

千円

死亡時点の資産価値で算定します
出
荷
月

【例】
棚卸資産的家畜（肥育牛）の資
産価値の評価基準（イメージ）
共済掛金期間の期首に８月齢
の牛が 15 月齢で死亡事故と
なった場合

（図２）

（図３）

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

これまでは

が
家畜共済

（死廃事故・病傷事故）

死亡廃用共済 疾病傷害共済と

に分かれます
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加
入
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
補
償

内
容
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
セ
ッ
ト
で
の
加
入
か

ら
加
入
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
加
入
が
選
べ

る
よ
う
に
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害
共
済
に

分
か
れ
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
補
償
お
よ
び

別
々
の
補
償
割
合
（
補
償
金
額
）
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
補
償
割
合
》

・
死
亡
廃
用
共
済
：
共
済
金
額
の
３
割
か
ら
８
割 

↓ 

２
割
か
ら
８
割
に
変
更

・
疾
病
傷
害
共
済
：
（
引
受
価
額※

×

疾
病
共
済

金
支
払
限
度
額
）×

選
択
割
合
（
１
０
０
％

上
限
）

※

引
受
価
額
と
は
期
首
時
点
の
飼
養
家
畜
の

合
計
価
額
（
大
臣
が
定
め
る
金
額
）
を
上
限

包
括
共
済
が
成
立
す
る
家
畜
の
加
入

区
分
が
変
わ
り
ま
す

　

死
亡
廃
用
共
済
に
係
る
家
畜
は
、
固
定
資

産
・
棚
卸
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
さ
れ
、
加

入
区
分
が
現
行
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
（
図
２
）

棚
卸
資
産
的
家
畜
は
、
事
故
発
生
時

の
価
額
で
補
償
し
ま
す

　

家
畜
の
評
価
が
日
々
増
加
す
る
肥
育
牛
や
育
成
牛

等
の
棚
卸
資
産
的
家
畜
に
つ
い
て
は
、期
首
で
は
な
く

事
故
発
生
時
の
価
額
で
補
償
し
ま
す
。（
図
３
）

異
動
の
報
告
は
不
要
。

死
亡
廃
用
事
故
の
補
償
割
合
は
加
入

期
間
を
通
し
て
一
定

　

家
畜
の
異
動
の
際
に
そ
の
都
度
報
告
す
る
方

式
を
廃
止
し
、
期
首
時
に
年
間
飼
養
計
画
を
申

告
し
て
年
間
の
補
償
割
合
を
一
定
と
す
る
加
入

方
式
に
な
り
ま
す
。

※

牛
個
体
識
別
台
帳
が
基
に
な
る
た
め
、
ト
レ

サ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
報
告
が
な
い
場
合
は
、
共

済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

共
済
加
入
者
の
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜

に
つ
い
て
も
共
済
金
の
請
求
が
可
能

　

共
済
加
入
者
の
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
に
つ

い
て
は
、
導
入
前
に
使
用
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
が

行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
導
入
後
２
週
間

以
内
の
事
故
で
あ
っ

て
も
共
済
金
の
請
求

が
可
能
に
な
り
ま

す
。

家
畜
商
が
購
入
後
に
と
畜
場
で
発
見

さ
れ
た
牛
白
血
病
も
共
済
金
支
払
い

の
対
象

　

家
畜
商
が
購
入
後
に
と
畜
場
で
発
見
さ
れ
た

牛
白
血
病
に
つ
い
て
も
、
農
業
者
が
出
荷
し
た

牛
白
血
病
が
発
見
さ
れ
た
場
合
と
同
様
に
共
済
金

の
支
払
い
対
象
（
提
出
書
類
有
）
と
な
り
ま
す
。

初
診
料
を
含
め
た
診
療
費
全
体
の

１
割
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

　

病
傷
事
故
の
診
療
費
に
つ
い
て
は
初
診
料
が

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
０

（
平
成
32
）年

１
月
１
日
引
受

か
ら
初
診
料
を

含
め
た
診
療
費

全
体
の
１
割
が

自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

建
物
共
済
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す

建
物
共
済
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す

建
物
共
済
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す

建
物
共
済
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す

総
合
共
済
の
加
入
限
度
額
が
４
，０
０
０

万
円
、地
震
補
償
が
50
％
に
ア
ッ
プ

　

火
災
と
自
然
災
害
に
備
え
る
総
合
共
済
の
加

入
限
度
額
が
、
最
高
４
，０
０
０
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
火
災
共
済
と
総
合
共
済
合
わ
せ

て
１
棟
最
高
１
億
円
ま
で
ご
加
入
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
家
具
類
・
農
機
具
を
含
み
ま
す
）

　

ま
た
、
総
合
共
済
の
地
震
の
場
合
の
補
償
割
合

が
30
％
か
ら
50
％
へ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
臨
時
費
用
担
保
特
約※

を
付
け
る

と
、
わ
ず
か
な
掛
金
で
共
済
金
は
30
％
多
く
支

払
わ
れ
ま
す
。
（
臨
時
費
用
担
保
特
約
30
％
付

帯
し
た
場
合
）

※

臨
時
費
用
担
保
特
約
は
、
10
％
・
20
％
・
30
％

か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

※

地
震
に
よ
る
損
害
は
、
臨
時
費
用
担
保
特
約
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※

臨
時
費
用
共
済
金
は
、２
５
０
万
円
が
限
度
で
す
。

平
成
30
年
７
月
以
降
の
契
約
か
ら
新
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加入者A 加入者Bから

であれば待期間なし！

○病傷事故の診療費の自己負担

（現 行）
（初診料）
自己負担
（10割）

（初診料以外の診療費）
共済金（10割）

（見直し後）

診療費（初診料含む）

共済金（９割）

自己負担（１割）
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農業を経営する皆様へ
平成31年1月から全ての農産物を対象に収入減少を補てんする　　　　　　　　  が始まります！

大丈夫、収入保険に
まかせてください！

収入保険は様々なリスクから農業経営を守ります！！

輸出したが為替変動で大損した盗難や運搬中の事故にあった

災害で作付不能になった けがや病気で収穫ができない

自然災害や鳥獣害などで収量が下がった 市場価格の低下

取引先が倒産した倉庫が浸水して売り物にならない

収入保険

農業で新しい品目の導入、
販路拡大などに
チャレンジしたいんだけど、
様々なリスクがあるんだよねー。
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２
０
１
９（
平
成
31
）年

２
０
２
０（
平
成
32
）年

２
０
１
８（
平
成
30
）年

〜
11
月

〜
12
月

加入申請
手続き

保険料、
積立金、
事務費の
納付

保険期間
（税金の
 収入算定
 期間と
 同じです）

保険金等の
請求･支払

各種手続きは、
ＮＯＳＡＩ職員が
お手伝いします。

確
定
申
告
後
〜
６
月

１
〜
12
月

書類の作成をします。
　・収入保険加入申請書
　・過去の農業収入金額申告書（平成 29 年分まで）
　・補助フォーム
　・農業経営に関する計画
（添付書類）
　・青色申告決算書等の税務申告書類の写しなど
　 （平成 26 ～29 年までの期間で連続した分を用意します。）

保険料と積立金は、分割支払も選択できます。
（最終の納付期限は保険期間の８月です）
※ 保険料、積立金及び事務費は、口座振替です。

平成 30 年分の確定申告が終わったら
次の書類の作成します。
　・過去の農業収入金額申告書（平成 30 年分）
　・補助フォーム
（添付書類）
　・青色申告決算書等の税務申告書類の写しなど

事故が発生したら
自然災害などにより数量減少が見込まれるときは、速やかに事故の発生状況等を
通知します。
　・事故発生等通知書
　・資金が必要な方には、つなぎ融資を行います。

農業経営に関する計画を変更するときは
作付する品目や面積など変更するときは、営農計画を変更します。

２０１９（平成 31）年分の確定申告が終わったら
次の書類を作成し、保険金・特約補てん金を請求します。
　・保険期間の農業収入金額実績申告書兼保険金請求書
（添付書類）
　・青色申告決算書等の税務申告書類の写しなど

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

 （保険期間が平成31年1月～12月の場合）収入保険の加入手続き等のスケジュール

各種試算は全国連ＨＰから！（ＮＯＳＡＩ全国連のホームページ）……http: //nosai -zenkokuren.or. jp/
全国連問合せ先 ……TEL：03-6265-4800　MAIL：syunyuhoken@nosai -zenkokuren.or. jp  

※ 収入保険の加入には、青色申告を行っている農業経営者が対象です。

ＮＯＳＡＩ全国連が内容を審査後、保険金・特約補てん金をお支払いします。
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各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
農
家
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
! !

県
内
散
歩

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
に
魅
力
を
感

じ
、
自
分
で
も
栽
培
し
て
み
た
い
と

思
い
、
今
年
の
７
月
か
ら
明
日
香
村

で
新
規
就
農
し
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
を

15
ア
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
は
、
食
感
に
は
粘

り
気
が
あ
っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富

に
含
ま
れ
、
栄
養
価
が
高
い
。ま
た
、

最
近
で
は
葉
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
女
性
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
の
影
響

も
あ
り
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
が
固
く
な

り
、
出
荷
が
で
き
な
い
日
が
続
き
ま

し
た
。来
年
は
、自
然
の
ま
ま
の
状
態

を
保
て
る
よ
う
工
夫
し
、
お
い
し
い

ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
を
作
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
特
産
品
で
あ
る

シ
ョ
ウ
ガ
や
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
子
育
て
し
て
い

る
お
母
さ
ん
で
も
働
け
る
よ
う
な
環

境
を
作
り
た
い
で
す
。

　

私
は
父
か
ら
農
業
を
学
び
た
い

と
思
い
、
14
年
前
に
就
農
し
ま
し

た
。農
業
は
手
を
か
け
て
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
応
え
て
く
れ
る
の
で
非
常

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

年
々
農
業
の
機
械
化
が
進
み
、
効

率
よ
く
作
業
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
私
が
就
農

し
、
間
も
な
い
頃
は
全
て
が
手
作
業

で
し
た
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。現
在

で
は
、水
稲
２
．０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、コ

マ
ツ
ナ
１
．３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ナ
ス

10
ア
ー
ル
を
栽
培
す
る
傍
ら
、
今
年

か
ら
は
キ
ャ
ベ
ツ
10
ア
ー
ル
の
栽

培
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
更
に
規
模
を
拡
大
し
、
農

薬
は
必
要
最
低
限
だ
け
を
使
用
し

て
、
よ
り「
安
心
・
安
全
」な
お
い
し

い
野
菜
を
求
め
て
、
皆
さ
ん
に
届
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ツルムラサキ１５アール

明日香村  

古賀 美幸さん（37歳）

水稲２ヘクタール、コマツナ１.３ヘクタール、
ナス１０アール、キャベツ１０アール

斑鳩町  

松井 正一さん（53歳）

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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北
海
道
の
大
豆
農
家
の
も
と
で

２
年
間
研
修
を
受
け
、
就
農
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。現
在
、
水
稲
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
大
豆
10
ア
ー
ル
、
ダ
イ

コ
ン
５
ア
ー
ル
、
ウ
メ
５
ア
ー
ル
を

栽
培
す
る
傍
ら
、
今
年
か
ら
小
ギ
ク

10
ア
ー
ル
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

昔
、
下
市
町
で
は「
下
市
口
駅
」ま

で
キ
ク
を
運
ぶ
た
め
に
電
車
が

あ
っ
た
ほ
ど
、
キ
ク
の
産
地
で
し

た
。現
在
は
、
栽
培
し
て
い
る
農
家

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
少
し
で
も

役
立
て
れ
ば
と
思
い
、
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
自
然
農
法
で
栽
培
し

て
い
た
た
め
、
小
ギ
ク
を
栽
培
す
る

際
に
、
農
薬
や
肥
料
を
使
用
す
る
の

が
初
め
て
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
使
用
知
識
を
学
ん

で
良
い
品
質
の
小
ギ
ク
を
栽
培
し

た
い
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
規
模
拡
大
し
て

法
人
化
し
、
研
修
生
の
受
け
入
れ
も

実
施
し
て
、
若
い
世
代
の
方
に
も
就

農
で
き
る
環
境
を
提
供
し
た
い
で

す
。

水稲１ヘクタール、大豆１０アール、
ダイコン５アール、

小ギク１０アール、ウメ５アール

下市町  

中西 真也さん（29歳）

　

28
歳
の
時
に
父
の
後
を
継
い
で

就
農
し
、現
在
、水
稲
11
ア
ー
ル
、レ

タ
ス
30
ア
ー
ル
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
24

ア
ー
ル
を
栽
培
す
る
傍
ら
、
メ
ロ
ン

48
ア
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
２
年
か
ら
メ
ロ
ン

の
種
取
り
を
始
め
、
13
年
か
ら
は
青

と
赤
の
「
夫
婦
メ
ロ
ン
」
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

通
常
お
い
し
い
メ
ロ
ン
と
さ
れ

る
の
は
14
度
以
上
の
糖
度
で
す
が
、

私
の
メ
ロ
ン
は
18
度
あ
り
、
甘
い
と

好
評
で
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
各
地
へ
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
完
熟
の
状
態
で
収
穫
す

る
た
め
、
傷
み
や
腐
り
が
な
い
か
、

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
１
度
で
２
種

類
の
メ
ロ
ン
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
「
夫
婦
メ
ロ
ン
」

の
看
板
を
建
て
た
い
で
す
。そ
し

て
、
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
み
、

メ
ロ
ン
栽
培
者
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
た
い
で
す
。

水稲１１アール、レタス３０アール
ホウレンソウ２４アール、メロン４８アール

宇陀市  

下村 雅清さん（69歳）

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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反
社
会
的
勢
力
等
へ
の

 　

対
応
に
関
す
る
基
本
方
針

口
座
振
替
へ
の

　
ご
協
力
の
お
願
い

　

本
組
合
は
、次
の
と
お
り
反
社
会
的
勢

力
に
対
す
る
基
本
方
針
を
定
め
、農
業
共

済
団
体
と
し
て
信
頼
を
維
持
し
、業
務
の

適
正
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
　

組
織
と
し
て
の
対
応

　

 

　

反
社
会
的
勢
力
等
か
ら
の
不
当
要

求
等
に
対
し
て
は
、担
当
者
や
担
当
部

署
だ
け
に
任
せ
ず
、組
織
全
体
と
し
て

対
応
し
ま
す
。ま
た
、反
社
会
的
勢
力

等
か
ら
の
不
当
要
求
等
に
対
応
す
る

役
職
員
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

本
組
合
で
は
、加
入
す
る
際
の
共
済
掛
金
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
、口
座
振
替
へ
の
移
行
を

勧
め
て
い
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
に
は
お
手
数

を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、口
座
振
替
移
行
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の
ご
案
内

　

農
業
共
済
新
聞
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
お

世
話
に
な
って
い
る
共
済
部
長
さ
ん
を
は
じ

め
、組
合
員
の
皆
様
方
等
に
幅
広
く
愛
読
い

た
だ
い
て
い
る
週
刊
紙
で
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の
説
明
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

団
体
の
動
き
を
は
じ
め
、農
政
、営
農
技
術
、

農
産
物
流
通
、農
業
資
材
な
ど
、幅
広
い
分

野
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
農
業
紙
」と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
紙
面
作
り
を
行
っ
て
い
て
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
が
県

内
農
業
や
暮
ら
し
の
話
題

に
つ
い
て
詳
し
く
楽
し
く
取
材
し
た「
地
方

版
」が
大
き
な
特
徴
で
す
。

●
年
極
購
読
料
４
，６
８
０
円

毎
週
水
曜
日（
月
４
回
）発
行
で
す
。

お
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

外
部
専
門
機
関
と
の
連
携

　
　
　

反
社
会
的
勢
力
等
か
ら
の
不
当
要

求
等
に
備
え
、平
素
よ
り
警
察
、暴
力

団
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
、顧
問
弁
護
士

等
の
外
部
の
専
門
機
関
と
連
携
関
係

の
構
築
に
努
め
、不
当
要
求
等
が
行
わ

れ
た
場
合
に
は
必
要
に
応
じ
連
携
し

て
対
応
し
ま
す
。

　
　

取
引
を
含
め
た
一
切
の
関
係
遮
断

　
　
　

反
社
会
的
勢
力
等
と
は
、業
務
上

の
取
引
関
係
を
含
め
、一
切
の
関
係
を

持
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。ま

た
、反
社
会
的
勢
力
等
か
ら
の
不
当

要
求
等
は
拒
絶
し
ま
す
。

　
　

有
事
に
お
け
る
民
事
と
刑
事
の　

　
　

法
的
対
応

　
　
　

反
社
会
的
勢
力
等
か
ら
の
不
当
要

求
等
に
対
し
て
は
、民
事
と
刑
事
の
両

面
か
ら
法
的
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
　

裏
取
引
や
資
金
提
供
の
禁
止

　
　
　

反
社
会
的
勢
力
等
か
ら
の
不
当
要

求
等
が
組
合
の
不
祥
事
を
理
由
と
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
事
案
を
隠
ぺい
す

る
た
め
の
裏
取
引
は
絶
対
に
行
い
ま

せ
ん
。ま
た
、反
社
会
的
勢
力
等
へ
の

資
金
提
供
は
、リ
ベ
ー
ト
、利
益
上
乗

せ
、人
の
派
遣
等
、い
か
な
る
形
態
で

あ
って
も
絶
対
に
行
い
ま
せ
ん
。

なら
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